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大会実行委員長
植野 映

目 的 乳がん死の減少を目的として乳がんについての啓発を行う
主 催 NPO法人つくばピンクリボンの会 Tsukuba Pink Ribbon Coalition

つくばピンクリボンフェスティバル2025実行委員会

名誉大会長 五十嵐 立青/つくば市長

大会実行委員長 植野 映/つくば国際ブレスト＆レディースクリニック院長

開 催 日 2025年5月18日（日曜日）10：00～17：00
場 所 つくば市松見公園、中央公園 つくば国際会議場大ホール
プログラム ウォ―ク、乳がん子宮がん講演会、乳がん啓発ブース、

ゆるキャラ：つちまる（土浦市）フックン船長（つくば市）
キニ―＆ドニー（いばらき腎臓財団）

参加人数報告 ウォ―ク参加250名 講演会参加350名 合計600名
実行委員・ボランティア 70名
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つくばピンクリボンフェスティバル2025
（20周年記念大会）

「あなたの一歩が未来をかえる～乳がん・子宮がんを知ろう」

実行委員長からのメッセージ

20周年記念大会は、講演を主体としたプログラムです。 当代を代表する乳
腺専門医の先生方に、乳癌の検診から初期診療・治療、再発治療、 さらに
は終末期医療に至るまでご講演いただきます。
また、HPVワクチンについては、日本は先進国の中で普及が遅れており、
若年者の子 宮頸癌の増加が懸念されています。本大会では、乳癌とともに
女性の癌予防に焦点を 当て、啓発活動を行います。
また、午前中には皆様とともにウォークイベントを開催し、女性の癌予防
への意識を 高める機会としたいと考えております。
ぜひ、一緒に歩きましょう。

植野 映



後 援

共 催

協 力

協 賛

（順不同）

2

茨城県、つくば市、筑波大学附属病院、公益社団法人茨城県診療放射線技師会、け
んこうリンク（公益財団法人茨城県総合健診協会）、公益財団法人筑波メディカル
センター、公益財団法人日立メディカルセンター、一般財団法人茨城県メディカル
センター、社会医療法人若竹会つくばセントラル病院、総合病院土浦協同病院、一
般社団法人つくば市医師会、東京医科大学茨城医療センター、茨城県歯科医師会、
公益社団法人茨城県薬剤師会

一般社団法人茨城県医師会、公益社団法人茨城県看護協会、認定NPO法人乳房
健康研究会、首都圏新都市鉄道株式会社、土浦ケーブルテレビ株式会社、一般
財団法人研究学園都市コミュニティケーブルサービス（ACCS)、朝日新聞水戸
総局、東京新聞つくば支局、株式会社LuckyFM茨城放送、生活協同組合パルシ
ステム茨城 栃木、つくばコミュニティ放送株式会社（ラヂオつくば）、一般社
団法人日本獣医がん研究グループ（JVCOG)キャットリボン運動プロジェクト
部門、ホテル日航つくば

つくば学園ロータリークラブ、つくばシティロータリークラブ、有限会社宮島達
男事務所、古河ヤクルト販売株式会社、株式会社アートネイチャー、さくら薬局
グループ クラフト株式会社、ザ・ヒロサワ・シティ、大和ハウス工業株式会社
茨城支店、つくば国際ブレスト＆レディースクリニック、一般財団法人茨城県メ
ディカルセンター、柏の葉ブレストクリニック、医療法人慶友会 守谷慶友病院、
二の宮越智クリニック、うえの整形外科、医療法人社団筑波記念会筑波記念病院
医療法人健佑会、医療法人社団新岳会研究学園クリニック、医療法人社団 雄好
会 つくばシティア内科クリニック、株式会社 田島屋、医療法人佳仁会 岡﨑内科
医院、岡﨑由佳、常陽通商株式会社（月刊ぷらざ）、日本化薬株式会社、ニプロ
株式会社、中外製薬株式会社、mobile safe house、日本イーライリリー株式会、
武田薬品工業株式会社、医療法人社団寄りよりそう手 柏Handクリニック

土浦市、田中佐代子 筑波大学芸術系長研究室
日本ボーイスカウト茨城県連盟つくば第３団
森の会・筑波メディカル・ピンクリボンの会
くるみの会、公益財団法人いばらき腎臓財団
坂田園芸 GREEN GATE、張替明子 ペーパークイリング作家
齊藤香織 ブーケドミュゲ フラワーアレンジメントサロン主催

広 報 開催周知には、つくば市、小学生新聞、地元メディアと実行委員が所属す
る関連機関、カスミ、TXをはじめ150をこえる地元企業・団体にご協力い
ただき、情報を広く周知いただきましました。SNSなど様々なプラットフ
ォームを活用しました



ウォ―ク

講演会

フラ ：ヒロラニ フラスタジオ
ゴスペル
のの字の歌体操：ムーラン
ヨガ：原田ひろみ ランダウ未央

ポスター制作
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講演会「乳癌について」
「茨城県の乳がん検診」

森島 勇 先生（柏の葉ブレストクリニック 院長）
「乳がんの精密検査」

島 正太郎 先生（筑波メディカルセンター 乳腺科 科長）
「乳がんの初期治療」

海瀬 博史 先生（東京医科大学 茨城医療センター 乳腺科 講師）
「乳癌の再発治療」

岡﨑 舞 先生（筑波大学附属病院 乳腺・甲状腺・内分泌外科 講師）
「がんの終末期医療」

宮本 真実 先生（つくば国際ブレスト＆レディースクリニック 理事長）

講演会「子宮がんについて」
「子宮頸がんワクチン」

稲葉 可奈子 先生（Inaba Clinic 院長） NPO法人「HPVについての
情報を広く発信する会」代表理事（みんパピ！）

「性教育」
佐藤 愛佳 先生（つくば国際ブレスト＆レディースクリニック 婦人科）

金子佑介さんからのコメント：
リボンに対する印象として、包装に用いられるイメージがあるであろう。そして
リボンによって包まれたプレゼントは、人から人への愛情を示すことができる。
そこで私はプレゼントボックスを子宮頸がん、ボックスの中に乳がんの啓発カラ
ーリボンを据えることにした。
これを通して大切な人から日常の中での啓発を間接的に表現できるのではないだ
ろうか。全体として柔らかい印象にしたかったため、暖かな手の温もりのを表現
し、ニットを着用させたりフォントの色も白ではなく背景色に少し寄せるなどの

工夫をした。

ブレイクタイム

ポスター制作協力：筑波大学芸術系田中佐代子先生研究室

つくば市 松見公園（集合）～中央公園（解散）ウォーキング 往復1.5ｋｍ
参加者数：250名（うちボランティア約60名を含む）
主な参加団体：ボーイスカウトつくば第3団、けんこうリンク、古河ヤクルト販売、
日立メディカルセンター、茨城県メディカルセンター、さくら薬局、筑波メディカル
センター、つくば国際ブレスト＆レディースクリニック 他多数
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みんパピ！
みんなで知ろうHPVプロジェクト

株式会社アートネイチャー

キャットリボン
一般社団法人日本獣医がん研究
グループ（JVCOG)

mobile safe house

講演会会場ロビーにて展示ブース
出展 参加者から好評を博し、物品の提供のみならず情報提供に大きく貢献
いただきました
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物品提供

フェスティバル開催の成功を支えた各企業からの物品提供

古河ヤクルト販売株式会社
ヤクルト500本

ザ・ヒロサワ・シティ
防災キット
モシモニソナエル

大和ハウス工業株式会社茨城

支店 ティッシュ1000個

さくら薬局グループ
クラフト株式会社
手ぬぐい500枚

株式会社 田島屋
こめタブ 500個



取材協力

会計報告

・研究学園都市コミュニティ
ケーブルサービス（ACCS）

・つくば市民活動センター
・土浦ケーブルテレビ
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講演会やウォ―クの動画を作成し、

記録として動画サイトで公開をしました

https://00m.in/wHZNE



連絡先
特定非営利活動法人つくばピンクリボンの会
〒305-0005 茨城県つくば市天久保1-1-1筑波メディカルセンターメディカルスクエア２F
e-mail tsukuba-pinkribbon@nifty.com
tel：029－856－2002

mailto:tsukuba-pinkribbon@nifty.com

